
5 平成 25 年 6月定例会　はえばる議会だより 182 号

議案
全会一致で
可決

6
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
審
議
の

結
果
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

意見書
可決

陳
情（
要
請
）を
受
け
、
委
員
会
で
審
議
し
、
本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、

国
、
県
、
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
意
見
書
の
全
文
は
、
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

補正予算
全会一致で
可決

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
5
千
465
万
円
を
追
加
し

総
額
121
億
2
千
812
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
9
月
2
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明

書
の
交
付
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
籍
が
南
風
原
町
に
あ
る

場
合
、
戸
籍
証
明
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
　

 

コ
ン
ビ
ニ
等
で
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

　
　

住
基
カ
ー
ド
と
利
用
申
請
が
必

要
に
な
る
。
す
で
に
自
動
交
付
機
の

利
用
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は
、
手

続
き
は
不
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
戸

籍
証
明
を
取
得
す
る
場
合
は
、
新
た

に
利
用
申
請
が
必
要
と
な
る
。

住
民
環
境
課　

8
8
9-

4
4
1
4

　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
自
動
交
付
機

の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　

手
数
料
は
窓
口
交
付
よ
り
安
価

に
取
得
で
き
る
。
ま
た
、
夜
間
や
休
日

な
ど
自
分
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
取
得

で
き
る
。

　
　

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
と
そ
の

利
用
時
間
は
。

　
　

全
国
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ロ
ー
ソ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ

ス
提
供
は
6
時
30
分
〜
23
時
（
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）
と
な
る
。

条
例
改
正

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

戸
籍
証
明
も
取
得
可
能
に

取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
謄
抄
本

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
謄
抄
本
・
戸
籍
の
附
票

・
所
得
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明
書

暮
ら
し
に
よ
り
身
近
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

　

青
年
就
農
給
付
金
に
７
人
分
追
加　

１
千
50
万
円

　
　

45
歳
以
下
の
新
規
就
農
者
に
最
長
５
年
間
150
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

　

は
え
る
ん
記
念
切
手
を
発
行　

120
万
円

　
　

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
え
る
ん
」
切
手
で
南
風
原
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
金
に
助
成　

120
万
円

　
　

風
し
ん
の
予
防
接
種
費
用
の
う
ち
、
4
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

役場の自動交付機も利用可能
（7時～22時）

台
風
に
よ
る
破
損
事
故
の
賠
償　

意
見
を
付
け
て
可
決

　

台
風
17
号
で
、
神
里
地
区
汚
水
処
理
施
設
の
屋
根
タ
イ
ル
が
飛
び
、
隣
接

す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
破
損
し
ま
し
た
。
そ
の
補
修
費
用
を
支
払
う
こ
と

で
和
解
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
額　

67
万
５
千
円

留
意
事
項　
　

　

平
成
24
年
12
月
定
例
会
で
台
風
17
号
に
よ
る
同
様
の
事
故
が
あ
っ
た
。
そ

の
現
場
調
査
の
際
、
ハ
ウ
ス
の
場
所
も
隣
接
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
報

告
は
な
か
っ
た
。
内
部
の
事
務
調
整
を
徹
底
し
、
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。
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採
決
の
結
果
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可 

決

賛否分かれる

消費税率引き上げの中止を
求める意見書

○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：玉城光雄議員は議長に代わり議事進行をしたため採決に加わっていません

消
費
税
率
引
き
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

　

消
費
税
増
税
法
が
実
施
さ
れ
る
と
県
民

生
活
は
一
層
厳
し
く
な
る
。社
会
保
障
財
源

は
消
費
税
に
頼
ら
ず
、能
力
に
応
じ
て
負

担
す
る「
応
能
負
担
原
則
」を
徹
底
し
た

税
制
改
革
で
補
う
よ
う
求
め
る
。

提
出
者　

大
城
毅

　
　
　
　

衆
参
議
院
議
長　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

財
務
大
臣　

消
費
者
担
当
大
臣

Ｂ
型
肝
炎
・Ｃ
型
肝
炎
患
者
の

救
済
に
関
す
る
意
見
書

　

国
は
「
肝
炎
対
策
基
本
法
」
を
制
定
し

て
い
る
が
、救
済
対
象
に
は
制
約
が
あ
る
。

医
原
病（
医
療
行
為
に
よ
る
感
染
が
原
因
）

の
肝
炎
患
者
を
救
済
す
る
た
め
、
さ
ら
な

る
支
援
策
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

提
出
者　

上
原
喜
代
子

　
　
　
　
衆
参
議
院
議
長　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

法
務
大
臣　

財
務
大
臣

　
　
　
　

総
務
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
拡
充

及
び
教
育
条
件
整
備
の
意
見
書

 　

国
の
補
助
金
が
な
く
な
る
と
、
自
主

財
源
の
厳
し
い
地
域
は
教
育
に
十
分
な
予

算
を
回
せ
ず
、
教
育
条
件
の
地
域
格
差
が

生
じ
る
た
め
要
望
す
る
。

 

一
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

上
の
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
し
、
早
急
に
国
の
負
担
を
拡
充
す

る
こ
と
。

一
、
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
速
や
か
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
確
保
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
配
置
を
拡

充
す
る
こ
と
。

一
、
人
材
確
保
法
を
保
持
し
、
勤
務
形
態

を
踏
ま
え
た
教
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
る

こ
と
。

一
、
教
育
予
算
を
増
額
し
、
充
実
さ
せ
る

こ
と
。

提
出
者　

照
屋
仁
士

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣

一
、「
35
人
以
下
学
級
」
を
実
現
す
る
と
し

た
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
速
や
か
に
実

施
す
る
こ
と
。（
国
に
要
請
す
る
こ
と
）

一
、「
30
人
以
下
学
級
」
の
早
期
完
全
実
現

を
国
の
責
任
で
行
う
こ
と
。
人
的
措
置
・

財
政
的
措
置
を
行
う
こ
と
。（
国
に
要
請

す
る
こ
と
）

一
、
県
独
自
に
も
「
30
人
以
下
学
級
」
の

実
現
を
努
力
す
る
こ
と
。

一
、
教
室
増
等
の
条
件
整
備
を
市
町
村
と

連
携
し
て
計
画
的
に
行
う
こ
と
。

一
、
増
員
さ
れ
る
教
職
員
は
正
規
の
職
員

を
あ
て
る
こ
と
。

提
出
者　

赤
嶺
奈
津
江

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣　

沖
縄
県
知
事

　
　
　
　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

あ
て
先

あ
て
先

あ
て
先

あ
て
先

30
人
以
下
学
級
の
早
期
完
全
実
現

の
た
め
の
意
見
書

　
　
　

※

（　

）
は
県
へ
の
要
望

以
下
に
つ
い
て
は
県
へ
の
要
望

答 問答 問答 問
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議
案
・
補
正
予
算

意
見
書


